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憲法第２５条が保障する生存権の裁判規範性に関するプログラム規定説によれば、憲法

第２５条は政治的・道義的義務を国に課したものにとどまり、個々の国民に対して具体的

権利を保障したものではない。次の各記述のうち、プログラム規定説への批判となるもの

には○、そうでないものには×を付しなさい。 

 

問1 憲法第２５条第１項は、「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と規

定しており、単なる目標を定めたものではない。 

 

問2 憲法が保障する権利は、自由権的基本権と生存権的基本権とに大別され、両者は権

利としての内容、その保障方法、そして法的性格が異なる。 

 

問3 「健康で文化的な最低限度の生活」の保障を具体的に実現するためには必ず予算を

伴うが、予算の配分は国の財政政策の問題である。 

 

問4 「健康で文化的な最低限度の生活」の具体的内容を一般的に決定することはできな

いが、特定の国における特定の時点においては一応客観的に決定することは可能で

ある。 
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